
北海道拓殖バス株式会社 

 

●会社概要 

本社住所 河東郡音更町字然別北５線西３７番地１ 

営業所 鹿追・上士幌・新得・千歳営業所 

設立 昭和３６年１月１１日 

資本金 27,000千円 

代表取締役 中木 基博 

従業員数 １３３名（正社員７３名・パート等６０名） 

車両数 

バス８６台 

・一般乗合バス：４３台 

・都市間バス：１１台 

・一般貸切バス：１４台 

・契約貸切バス：１８台 

タクシー５台 

・ジャンボ：２台 

・小型：３台 

 

●事業内容 

乗合事業 

〇一般乗合…営業区域：十勝管内北西部 

３９路線・平日２４１便運行 

〇都市間高速…帯広⇔札幌・旭川 

貸切事業 
〇一般貸切…営業区域：道央圏・道東圏 

〇契約貸切…十勝管内スクールバスを運行 

乗用事業 〇一般乗用…営業区域：帯広交通圏 

キノコタン事業 

〇観光農園事業（新得営業所隣接） 

原木しいたけの栽培・販売・卸 

収穫体験、拓殖鉄道史料展示、バス・鉄道関連グッズの販売 

その他 車体広告等 
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●一般路線バス運行路線 

 

 

〇一中・療養所線、運転免許試験場線 

 帯広中心部から協立病院、国立帯広病院、帯広第一中学校を回って循環する 

路線です。また、運転免許試験場の往復（復路はデマンド運行）も行っております。 

〇南商業高校線・帯広の森線 

 帯広中心部から緑ヶ丘、自由が丘を経由して南商業高校方面に向かい、帯広駅へ 

循環する路線と、帯広の森各施設を経由して白樺学園高等学校を往復する路線。 

〇雄飛が丘団地線 

 帯広駅から西２条通りを経由し、十勝大橋を越えて音更町内の共栄台・緑陽台・ 

雄飛が丘を往復する路線。また関連系統で雄飛が丘から音更高校まで向かう路線 

と、駒場地区を回って帯広駅まで戻る路線を運行しております。 

〇中鈴蘭線 

 十勝大橋、鈴蘭大橋を経由し、音更町内の木野・鈴蘭地区を回って帯広市内へ 

戻ってくる循環線です。 

〇鹿追線・然別湖線・新得線（新鹿線） 

 帯広駅から鹿追町まで運行する路線で、国道２４１号線に沿って音更町内を 

運行、途中音更町役場を経由する形で道道３３７号線を通行。駒場地区、音更高校を

経由して鹿追町まで運行する路線です。 

鹿追町からは然別湖・新得町まで乗り継ぐ形でバスを運行しております。 

〇上士幌線・音上線 

 帯広駅から上士幌町まで運行する路線。国道２４１号線が主で、士幌町内、 

上士幌町内を回って上士幌交通ターミナルまで運行する。音上線は音更高校 

と駒場地区を経由する路線です。 



●概況 

一般路線バスについては国・北海道・沿線自治体のご協力を賜りながら、地域公共 

交通の確保維持を行っている状況です。令和6年度乗合バス事業の損益状況は 

経 常 収 益 ：  218,383千円 

経 常 費 用 ：  538,223千円 

経 常 損 益 ： △319,840千円 

経常収支率：  40.57％ 

 となっており、依然として厳しい状況が続いております。 

 

貸切バス、都市間バスにつきましては、コロナ禍以後は黒字で推移しており、今後も

国内観光客、インバウンド客の動向を注視しつつ、運行を継続してまいります。 

 

今回の運賃改定により、一般路線バスの収支改善と、市町村の補助金負担額の減額

を見込んでおります。令和6年度の実績に対し、運送収入１０％増収を想定、運送収

入増により、１市３町の負担額は 13,615千円の減額を試算しております。 

協議会にご参加の委員の皆様におかれましては、本協議へのご理解並びに今後の路

線バスの運営により一層のご協力を賜りたくお願い申し上げます。 

 

 


